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名古屋学院大学論集 社会科学篇 第38巻 第4号(2002年3月)
両大戦間期における豊川鉄道の経営多角化と観光開発










































































































































































































































































































































































































































































































































役 職 名 イ寸 言己
取 締 役 社 長 豊川鉄道柳会長
取締役副社長 工学博士,伊那電鉄帥社長
常 務取 締 役 伊那電鉄帥専務
同 豊川鉄道腑専務取締役

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































61)『沿線御案内 豊川 鳳来寺 田口鉄道株式会オ劃
名鉄資料館所蔵,なお,「部落別世帯人口,湯谷 大
正5年,90人,昭和25年,152人」となっている。
(『長篠村誌』1958年)。
60『産業と観光』株式会社日本電報通信社,1937年,
131ページ。湯谷温泉は,戦時下,「銃後国民の」「体
力の確保錬成」のための「徒歩錬成の旅行」コー ス
の一つとして設定された「鳳来寺から鳳来峡へ」「鳳
来寺山‐―揚谷へ」の通過点となった (『心身錬成 山
野跛渉の栞一名古屋中` じ―』社団法人東亜旅行社,
1942年)。 そうした形で,温泉観光は継続した。
(53) 『豊橋新報』昭和2年11月26日。
60 豊川鉄道株式会社『昭和二年度下半期営業報告
書』。
(55)豊川鉄道株式会社『昭和三年度上半期営業報告
書』。
(56)同上。
(5つ 豊川鉄道株式会社『昭和五年度下半期営業報告書』
(58)豊川鉄道株式会社『昭和六年度下半期営業報告
書』。
69 『豊橋新報』昭和6年4月22日。
(60)『豊橋新幸剛 昭和6年7月16日。
61)豊川鉄道株式会社『昭和六年度上半期営業報告
書』。
(62)『豊川鉄道 営業報告書』,F中部日本縦貫 豊川鳳
来寺田口三信伊那 鉄道鳥敵図』1935年,名鉄資料
館所蔵。
(63)豊川鉄道株式会社『昭和六年度下半期営業報告
書』。
(64)『豊橋新報』昭和7年3月10日。
(65)『豊橋新報』昭和7年5月12日。
(66) 『豊橋茉りi幸貫』昭和7年6月23日。
(6つ 『豊橋新報』昭和8年4月10日。
(68) 『豊
'橋
新報』口召和6年9月6日。
(69)『豊橋新報』昭和6年9月26日。
(70)『豊橋新報』昭和7年7月20日。
Cl)『豊橋新報』昭和7年7月25日。
(72)『豊橋新報』昭和7年8月7日。
(73)『豊橋新報』昭和8年4月12日。
(74)『豊川鉄道 昭和十年度下半期営業報告書』。
(75)『一宮町誌』愛知県宝飯郡一宮町,1976年,712
ページ。
90 『豊橋新報』昭和8年6月8日。
0つ 『豊橋新報』昭和8年12月21日。
(0 『豊橋新報』昭和9年1月5日。
(79)「各地博覧会案内」『岡崎商工会議所報告』昭和6
年第4号。
(80)「各地博覧会案内」『岡崎商工会議所報告』昭和7
年第4号。
01)「各地博覧会案内」『岡崎商工会議所月報』昭和8
年第3号。
(82)「各地博覧会案内」F岡崎商工会議所月報』昭和9
年第3号。
(83)「各地博覧会案内」F岡崎商工会議所月報』昭和 10
年第2号。
(84)「各地博覧会案内」F岡崎商工会議所月報』昭和 10
年第3号。
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(80「各地博覧会案内」
年第5号。
(80「各地博覧会案内」
年第7号。
(8η「各地博覧会案内」
年第12号。
00「各地博覧会案内」
年第7号。
『岡崎.商1工会議所月報」昭和10
『岡崎商工会議所月報』昭和11
『岡崎商工会議所月報」昭和11
『岡崎商工会議所月報』昭和12
名古屋学院大学論集
〔付記〕
本稿は2001年度名古屋学院大学研究奨
励金による成果である。資料収集などでお
世話になった名鉄資料館,豊橋市中央図書
館,湯谷観光ホテルそして鳳来町教育委員
会の方々に末尾ながらお礼申し上げたい。
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